


































2004年は8月と 11月に観測を行ない， 11月20日には，デジタル CCDカメラによるヘ
リウム原子スペクトルの3波長同時観測に初めて成功しました.図はその時に得られたス
ベクトルの画像です.多波長同時観測は 1波長での観測に比べると技術的なハードルも高
いのですが，ドームレス太陽望遠鏡の高い空間分解能と，分光器の高い能力をフルに発揮
させた観測であり，この観測を継続することによってヘリウム原子の状態についての詳し
い情報が得られるものと期待しています.
なお観測にあたっては，飛騨天文台の皆様に，いつもながら大変お世話になりました.
特に，理論・技術の両面からいろいろご教示いただいた北井礼三郎先生と，厄介かっデ、リ
ケートな観測機器の設置・調整を粘り強く行なっていただいた上野悟先生に，この場をお
借りして厚く御礼申し上げます.
ドームレス太陽望遠鏡と水平分光器によるヘリウム原子スペクトル(2004年11月20日観測)
波長587.6nm付近 波長667.8nm付近 波長1083nm付近
(1nm[ナノメー トル1=10億分の1メー トル)
(蛍村一朗(大阪府立工業高等専門学校)記)
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